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特
集

外国人との新たな関係づくり
第1回 都市が担う外国人住民への災害対応
　近年、大きな被害をもたらす自然災害が頻繁に発生している中、今後も増加が予想される外国人

住民に対する災害情報の伝達、支援の充実が大きな課題となっています。総務省では「情報難民ゼロ

プロジェクト」を展開しており、都市自治体にも災害時における外国人対応が求められています。

　今回の特集では、災害時における外国人住民対応の課題、自治体レベルで求められる対策、今後の

課題などについて有識者に解説していただくとともに、都市自治体の具体的な事例をご紹介します。

寄稿 1
災害時に求められる
外国人対応と自治体の役割
一般財団法人ダイバーシティ研究所代表理事　田村太郎

寄稿 2 仙台市における災害時外国人支援の取り組み
仙台市長　郡　和子

寄稿 3
誰一人置き去りにしない社会を目指して
〜災害時多言語情報センター設置に向けた取り組み〜
甲賀市長　岩永裕貴

寄稿 4
「多文化共生のまち」として
〜災害時の外国人支援について〜
別府市長　長野恭紘
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1寄稿

災
害
時
に
求
め
ら
れ
る

外
国
人
対
応
と
自
治
体
の
役
割

一
般
財
団
法
人
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
研
究
所
代
表
理
事
　
田た

む
ら村

太た
ろ
う郎

　
は
じ
め
に

　

日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、

平
成
30
年
末
に
２
８
０
万
人
を
超
え
た
。
外
国
人
と

い
っ
て
も
国
籍
や
在
留
形
態
、
年
代
も
さ
ま
ざ
ま
で

あ
り
、
多
様
化
も
進
行
し
て
い
る
。
言
葉
や
習
慣
の

異
な
る
外
国
人
は
、
災
害
時
に
日
本
人
と
は
ま
た
異

な
る
困
難
に
直
面
し
な
が
ら
避
難
生
活
を
送
っ
て
き

た
。
本
稿
で
は
多
様
化
す
る
外
国
人
住
民
の
様
子
や

過
去
の
災
害
で
の
対
応
を
俯ふ
か
ん瞰

し
、
自
治
体
に
求
め

ら
れ
る
対
応
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
人
口
減
少
社

会
に
お
け
る
防
災
の「
新
た
な
担
い
手
」と
し
て
の
外

国
人
の
側
面
に
も
着
目
し
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
防
災

に
お
け
る
課
題
と
可
能
性
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

　
多
様
化
す
る
外
国
人
住
民
の
災
害
ニ
ー
ズ

　

災
害
時
に
外
国
人
が
直
面
す
る
課
題
は
、
円
滑
な

避
難
が
困
難
で
あ
る
こ
と
と
、
避
難
生
活
に
お
け
る

配
慮
が
必
要
で
あ
る
こ
と
の
二
つ
に
集
約
さ
れ
る
。

い
ず
れ
も
日
本
語
が
分
か
ら
な
い
こ
と
や
文
化
・
習

慣
が
異
な
る
こ
と
に
対
策
の
視
点
が
集
ま
り
が
ち
で

あ
る
が
、
災
害
に
対
す
る
知
識
や
経
験
の
違
い
や
、

外
国
人
の
暮
ら
し
や
行
動
に
対
す
る
日
本
人
側
の
理

解
不
足
に
よ
る
課
題
も
少
な
く
な
い
。
外
国
人
住
民

の
間
で
進
行
す
る「
三
つ
の
多
様
化
」に
沿
っ
て
課
題

を
整
理
す
る
。

（
１
） 

国
籍
の
多
様
化

　

図
１
は
国
籍
別
在
留
外
国
人
数
の
過
去
10
年
の
年

次
推
移
で
あ
る
。
１
位
の
中
国
と
２
位
の
韓
国
・
朝

鮮
は
変
化
が
な
い
が
、
３
位
は
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
ベ
ト

ナ
ム
へ
と
交
代
し
た
。
ネ
パ
ー
ル
も
こ
の
10
年
で
約

６
倍
に
増
え
て
い
る
。「
そ
の
他
」
の
増
加
も
顕
著
で

あ
り
、
日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
の
国
籍
の
多
様
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
国
籍
が
異
な
れ
ば
、

母
国
で
の
災
害
経
験
も
異
な
る
。
ベ
ト
ナ
ム
や
ブ
ラ

ジ
ル
で
は
地
震
が
発
生
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い

が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
ネ
パ
ー
ル
の
場
合
は
地
震
を
経

験
し
て
い
る
人
が
少
な
く
な
い
。「
余
震
に
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
日
本
語
を
翻
訳
し
た
と
こ
ろ

で
、
何
に
気
を
付
け
れ
ば
よ
い
の
か
理
解
で
き
な
い

人
も
い
る
。
逆
に
水
害
の
場
合
は
母
国
で
猛
烈
な
雨

を
経
験
し
て
い
て
、「
こ
の
ぐ
ら
い
な
ら
避
難
し
な

く
て
も
よ
い
」
と
避
難
指
示
に
応
じ
て
も
ら
え
な

か
っ
た
例
も
あ
る
。
災
害
に
対
す
る
知
識
や
経
験
の

差
が
大
き
い
こ
と
は
、
外
国
人
へ
の
災
害
対
応
で
最

も
留
意
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。

（
２
） 

在
留
資
格
の
多
様
化

　

日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
は
、
活
動
や
身
分
に
基
づ

く
何
ら
か
の「
在
留
資
格
」を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
全
国
の
合
計
で
は「
永
住
者
」が
３
割
近
く
で

最
も
多
く
、
次
い
で「
留
学
」「
技
能
実
習
」な
ど
が
続

く
。
在
留
資
格
に
よ
っ
て
就
労
で
き
る
分
野
や
滞
在

期
間
が
異
な
る
た
め
、
外
国
人
住
民
の
生
活
に
大
き

く
影
響
し
て
い
る
。
ま
た
自
治
体
ご
と
に
上
位
を
占

め
る
在
留
資
格
が
異
な
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。

近
年
増
加
し
て
い
る「
技
能
実
習
」は
、
３
〜
５
年
で

帰
国
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
実
習
先
が

用
意
し
た
寮
で
集
団
生
活
を
送
る
な
ど
、
地
域
と
の

接
点
が
希
薄
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
一
方
、
原
則
と

し
て
10
年
継
続
し
て
滞
在
し
て
い
る
こ
と
が
要
件
と

な
っ
て
い
る「
永
住
者
」資
格
を
持
つ
外
国
人
の
中
に

は
、
地
域
で
自
治
会
の
役
員
や
消
防
団
員
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
人
も
い
る
。
ま
た
、「
永
住
者
」資
格
が



37 市政 FEBRUARY 2020

特集　外国人との新たな関係づくり 第1回 都市が担う外国人住民への災害対応

あ
れ
ば
、
多
く
の
金
融
機
関
で
住
宅
ロ
ー
ン
が
組
め

る
。
被
災
し
た
家
屋
の
再
建
支
援
で
も
、
制
度
の
対

象
に
外
国
人
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
配
慮
し
た
情

報
提
供
も
必
要
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

（
３
） 

年
代
・
世
代
な
ど
の
多
様
化

　

外
国
人
住
民
の
年
齢
構
成
は
、
日
本
人
と
比
較
す

る
と
若
い
。
日
本
人
の
少
子
化
も
影
響
し
、
新
生
児

に
占
め
る
外
国
人
親
の
割
合
が
か
な
り
高
い
地
域
も

あ
る
。
授
乳
室
の
確
保
や
母
子
向
け
の
物
資
の
提
供

に
お
け
る
多
言
語
・
多
文
化
対
応
は
必
須
と
い
え
る
。

一
方
、
滞
在
の
長
期
化
と
と
も
に
、
外
国
人
高
齢
者

も
年
々
増
加
し
て
い
る
。
福
祉
避
難
所
で
の
対
応
に

も
通
訳
が
必
要
と
な
る
地
域
は
、
今
後
減
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
。
母
子
や
高
齢
者
へ
の
配
慮
は
、
ど
の

自
治
体
で
も
対
応
し
て
い
る
テ
ー
マ
で
あ
ろ
う
が
、

そ
う
し
た
要
配
慮
者
の
中
に
、
外
国
人
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
に
も
留
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
地
域

防
災
計
画
や
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
属
性

別
の
配
慮
事
項
が
整
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い

が
、
研
修
や
訓
練
の
機
会
を
通
じ
「
複
合
的
な
要
配

慮
者
」へ
の
視
点
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

　
自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
対
応

　

過
去
の
災
害
で
の
対
応
事
例
な
ど
を
基
に
「
多
言

語
情
報
提
供
の
仕
組
み
づ
く
り
」「
外
国
人
に
固
有
に

必
要
な
配
慮
」「
全
体
的
な
安
心
感
の
醸
成
」
の
三
つ

の
視
点
か
ら
、
外
国
人
の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
求

め
ら
れ
る
自
治
体
の
対
応
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

（
１
）多
言
語
情
報
提
供
の
仕
組
み
づ
く
り

　

外
国
人
住
民
の
増
加
や
訪
日
外
国
人
へ
の
対
応

を
視
野
に
、
政
府
は
災
害
時
の
外
国
人
対
応
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
総
務
省
は
災
害
時
に
誰
も
が
円

滑
に
避
難
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
「
情
報
難
民
ゼ

ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
平
成
28
年
に
立
ち
上
げ
、
災

害
時
に
外
国
人
を
支
援
す
る
た
め
の
情
報
を
提
供

す
る
「
災
害
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
自
治
体
が

設
置
す
る
こ
と
や
、
同
セ
ン
タ
ー
で
人
材
や
情
報

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
「
災
害
時
外
国
人
支
援
情

報
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
本
年
ま
で
に
１
０
０
人

育
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
掲
げ
た
。
総
務
省

国
際
室
が
都
道
府
県
と
政
令
指
定
都
市
を
対
象
に

実
施
し
た
調
査
※
ⅰ
で
は
、
57
％
が「
協
定
等
に
基
づ

き
『
災
害
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
』
の
体
制
を
整
備

し
て
い
る
」
と
回
答
す
る
な
ど
、
災
害
発
生
時
の
外

国
人
対
応
に
つ
い
て
は
一
定
の
仕
組
み
が
整
い
つ

つ
あ
る
（
図
２
）。
今
後
は
地
域
防
災
計
画
へ
の
セ

ン
タ
ー
の
位
置
付
け
や
、
広
域
で
の
連
携
に
よ
る

翻
訳
・
通
訳
体
制
の
整
備
、
避
難
所
巡
回
な
ど
に

当
た
る
人
材
の
育
成
お
よ
び
活
動
ス
キ
ー
ム
の
整

備
を
急
ぎ
た
い
。
ま
た
、
平
成
30
年
末
に
政
府
が

示
し
た
「
総
合
的
対
応
策
」
で
は
、
都
道
府
県
と
政

令
市
を
対
象
※
ⅱ
に「
多
文
化
共
生
総
合
相
談
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
に
20
億
円
を
措
置
す
る

な
ど
、
自
治
体
に
よ
る
多
言
語
で
の
相
談
体
制
の

拡
充
を
促
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
日
常
の
多
言
語

対
応
窓
口
を
災
害
時
に
活
用
す
る
こ
と
も
有
効
だ
。

（
２
）外
国
人
へ
の
固
有
の
配
慮

0
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(人）
図1  在留外国人数の国籍別年次推移（2009 〜 2018年）

(a) 協 定 等 に 基 づ
き、「災害多言語
支 援センター」
の体制を整備し
ている

(b)協定等に基づき、
(a)以 外 の 体 制
を整備している

(c) 協定等には基づ
かないが、 協力
体制を取る想定
はしている

(d) 想定していない 
が、今後検討し
たい

(e) 想定しておらず、
今後 検討するこ
ともない

57%

3%

19%

18%

3%

図2　 �都道府県・政令指定都市における、災害多言語支援セン
ター等災害時の外国人支援体制の整備状況
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外
国
人
に
向
け
た
対
応
で
は
、
国
籍
や
在
留
資
格

の
違
い
に
配
慮
し
た
情
報
提
供
と
、
宗
教
な
ど
の
違

い
に
も
配
慮
の
あ
る
避
難
所
運
営
な
ど
、
外
国
人
に

固
有
の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
日
本
で

生
ま
れ
育
っ
た
人
は
訓
練
へ
の
参
加
や
災
害
報
道
に

触
れ
な
が
ら
成
長
し
、
災
害
や
避
難
に
関
す
る
「
ス

ト
ッ
ク
情
報
」
が
あ
る
。
外
国
人
住
民
の
場
合
も
、

日
本
人
と
同
様
の
ス
ト
ッ
ク
情
報
を
持
つ
人
も
い
る

が
、
日
本
に
来
た
ば
か
り
で
災
害
の
経
験
も
避
難
の

た
め
の
情
報
も
な
い
人
は
、「
地
震
が
来
ま
し
た
」「
避

難
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
も
ど
の
よ
う
に
行

動
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
。
外
国
人
へ
の
情
報

提
供
は
日
本
人
向
け
の
原
稿
を
翻
訳
す
る
だ
け
で
は

不
十
分
で
あ
り
、
ス
ト
ッ
ク
情
報
に
濃
淡
が
あ
る
こ

と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る（
図
３
）。
ま
た
、
災
害

時
も
宗
教
上
の
禁
忌
や
食
に
対
す
る
信
条
は
守
り
た

い
と
い
う
人
は
多
い
。
外
国
人
が
安
心
し
て
滞
在
、

観
光
で
き
る
地
域
と
な
る
た
め
に
は
、
災
害
時
に
も

ハ
ラ
ル
や
ビ
ー
ガ
ン
に
対
応
し
た
食
事
の
提
供
や
礼

拝
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
も
求
め
ら
れ
る
。

（
３
）全
体
的
な
安
心
感
の
醸
成

　

的
確
に
情
報
を
得
て
避
難
所
に
た
ど
り
着
い
た
後

で
外
国
人
が
直
面
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
日
本
人
と
の

間
で
起
き
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ア
プ
リ

で
情
報
を
送
信
し
て
終
わ
り
と
せ
ず
、
職
員
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
避
難
所
へ
出
向
い
て
外
国
人
か
ら
直
接

話
を
聞
く
と
と
も
に
、
周
囲
の
日
本
人
や
避
難
所
運

営
者
に
状
況
を
伝
え
た
り
、
館
内
の
表
示
を
多
言
語

化
し
て
避
難
生
活
に
必
要
な
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

改
善
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
人
と
の
間
の
摩
擦

を
小
さ
く
し
、
避
難
所
全
体
の
安
心
感
の
醸
成
に
努

め
る
必
要
が
あ
る
。

　
地
域
防
災
の
担
い
手
と
し
て
の
外
国
人

　

平
成
24
年
７
月
の
改
正
法
の
施
行
で
、
外
国
人
も

住
民
基
本
台
帳
に
住
民
登
録
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

住
基
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
小
学
校
区
ご
と
の
外
国
人

住
民
の
大
ま
か
な
状
況
を
把
握
し
、
必
要
な
言
語
や

ニ
ー
ズ
を
予
測
し
て
お
く
こ
と
で
、
発
災
後
の
ス

ム
ー
ズ
な
支
援
に
つ
な
げ
た
い
。
ま
た
、
自
治
会
や

消
防
団
活
動
に
も
積
極
的
に
声
を
掛
け
、
訓
練
な
ど

に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
外
国
人
住
民
の
「
ス

ト
ッ
ク
情
報
」を
厚
く
し
、
外
国
人
の
自
助
力
を
高
め

る
こ
と
も
重
要
だ
。
増
え
続
け
る
外
国
人
観
光
客
へ

の
災
害
対
応
で
も
、
外
国
人
住
民
が
仲
介
役
に
な
っ

て
く
れ
る
こ
と
で
よ
り
円
滑
な
対
応
が
期
待
で
き
る
。

　

外
国
人
へ
の
災
害
対
応
だ
け
で
な
く
、
地
域
防
災

の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
外
国
人
が
担
い
手
と
し
て
活

躍
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
例
え
ば
、
自
治
体
と
の
協

定
に
基
づ
い
て
コ
ン
ビ
ニ
や
外
食
店
な
ど
が
、
災
害

時
に
徒
歩
で
帰
宅
す
る
人
を
支
援
す
る
「
帰
宅
支
援

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
店
員
は
、
既
に
多
く
が
外
国
人

で
あ
る
。
福
祉
避
難
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
施

設
で
働
く
外
国
人
も
少
な
く
な
い
。
西
日
本
豪
雨
で

被
害
を
受
け
た
地
域
で
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
す
る
外
国
人
技
能
実
習
生
の
姿
が
各
地
で

見
ら
れ
た
。
外
国
人
が
災
害
時
に
置
か
れ
る
脆
ぜ
い
じ
ゃ
く弱

性

を
分
析
し
て
必
要
な
支
援
を
行
う
と
同
時
に
、
地
域

全
体
の
脆
弱
性
を
直
視
し
て
外
国
人
の
力
を
借
り
な

が
ら
誰
も
取
り
残
さ
な
い
防
災
を
目
指
し
て
い
く
こ

と
が
、
人
口
減
少
と
災
害
多
発
が
同
時
に
進
ん
で
い

く
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
地
域
の
明
暗
を
分
け
る
こ

と
と
な
る
。
外
国
人
が
安
心
で
き
る
地
域
づ
く
り

は
、
地
域
全
体
の
持
続
可
能
な
未
来
づ
く
り
に
直
結

す
る
と
い
え
よ
う
。

※
ⅰ �

総
務
省
国
際
室
「
災
害
時
外
国
人
支
援
情
報
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
制
度
に
関
す
る
検
討
会
報
告
書
」（
２
０
１
８

年
３
月
）に
掲
載
さ
れ
て
い
る「
災
害
時
の
外
国
人
住
民

へ
の
対
応
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」（
平
成
29
年
３
月
29

日
総
行
国
第
58
号
）調
査
結
果
か
ら
引
用
。

※
ⅱ �

都
道
府
県
と
政
令
市
の
他
、
外
国
人
住
民
の
数
や
人
口

に
占
め
る
割
合
が
高
い
自
治
体
に
限
定
し
て
い
た
が
、

法
務
省
は
19
年
８
月
に
要
件
を
撤
廃
し
、
全
て
の
自
治

体
が
補
助
対
象
と
な
っ
た
。

ストック情報

スムーズに避難

一般的な
日本人

一般的な
外国人

フロー情報

避難が困難

避
対応情報

「避難してください」

危険情報
「地震が起きました」

避難所に行く
メリット

避難する場所

避難するときの
注意点

地域で発生する
災害について

図3　 �「ストック情報」と「フロー情報」のイメージ
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仙
台
市
に
お
け
る

災
害
時
外
国
人
支
援
の
取
り
組
み

2寄稿

仙せ
ん
だ
い台

市
長（
宮
城
県
）　
郡こ

お
り

　
和か

ず
こ子

　
は
じ
め
に

　

仙
台
市
は
、
宮
城
県
の
中
央
部
に
位
置
し
市
域

面
積
７
８
６
・
３
㎢
、
人
口
約
１
０
９
万
人
を
有
し

て
い
る
。
平
成
元
年
に
全
国
で
11
番
目
の
政
令
指

定
都
市
と
な
り
、
平
成
31
年
に
政
令
指
定
都
市
・

区
制
移
行
30
周
年
を
迎
え
た
。
街
中
に
映
え
る
ケ

ヤ
キ
並
木
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
自
然
豊
か
な

環
境
と
都
市
が
調
和
し
、「
杜も
り

の
都
」
と
し
て
知
ら

れ
る
。
ま
た
、
平
成
23
年
に
９
０
０
名
以
上
の
方

が
犠
牲
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
本

市
は
、
そ
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
将
来
の
災
害
や
気

候
変
動
リ
ス
ク
な
ど
の
脅
威
に
も
備
え
た
「
し
な
や

か
で
強
靭
な
都
市
」
に
向
け
、「
防
災
環
境
都
市
づ

く
り
」を
進
め
て
い
る
。

　

本
市
の
外
国
人
住
民
数
は
１
万
３
０
９
６
人
（
平

成
31
年
４
月
末
現
在
）
と
な
っ
て
お
り
、
市
内
全
人

口
に
占
め
る
割
合
は
約
１
・
２
％
で
あ
る
。
特
徴
と

し
て
は
、
外
国
人
住
民
数
の
う
ち
、
在
留
資
格
が

留
学
の
者
は
４
６
６
９
人
と
全
体
の
３
割
を
超
え
、

大
学
や
日
本
語
学
校
・
専
門
学
校
な
ど
で
学
ぶ
外

国
人
住
民
が
多
く
暮
ら
し
て
い
る
。
国
別
人
口
の

上
位
４
カ
国
は
、
中
国
29
・
４
％
、
韓
国
15
・
０
％
、

ベ
ト
ナ
ム
14
・
３
％
、
ネ
パ
ー
ル
９
・
５
％
と
な
っ

て
い
る
。
特
に
、
ベ
ト
ナ
ム
人
、
ネ
パ
ー
ル
人
の

留
学
生
が
急
増
し
て
お
り
、
留
学
生
全
体
の
う
ち

約
４
割
を
占
め
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
在
住
・
訪
日
外
国
人
の
増
加
に
伴
い
、

一
層
必
要
性
を
増
し
て
い
る
災
害
時
の
外
国
人
支

援
に
つ
い
て
、
仙
台
市
災
害
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー

や
平
時
の
防
災
啓
発
等
と
い
っ
た
本
市
の
取
り
組

み
を
紹
介
す
る
。

　
仙
台
市
災
害
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー

　

本
市
で
は
、
大
規
模
災
害
時
に
言
葉
や
習
慣
の

違
い
か
ら
情
報
を
入
手
し
づ
ら
く
、
支
援
を
受
け

ら
れ
な
い
恐
れ
が
あ
る
外
国
人
住
民
に
対
し
、
多

言
語
に
よ
る
情
報
提
供
・
相
談
支
援
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
内
に
災
害

多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
活
動
内
容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
、
ラ
ジ
オ
放
送
等
で
の
多
言
語
に
よ
る

情
報
提
供
、
多
言
語
に
よ
る
相
談
対
応
、
避
難
所

巡
回
等
で
あ
り
、
運
営
は
（
公
財
）
仙
台
観
光
国
際

協
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
時
に
は
、
平
成
23
年
３
月
11
日

か
ら
４
月
30
日
ま
で
の
51
日
間
、
災
害
多
言
語
支

援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
。
安
否
確
認
や
帰
国
・

避
難
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
等
、
計
１
１
１
２
件

の
相
談
を
受
け
付
け
た
。
仙
台
観
光
国
際
協
会
（
当

時
は
仙
台
国
際
交
流
協
会
）
の
職
員
お
よ
び
本
市
職

員
に
加
え
、
仙
台
市
災
害
時
言
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
関
係
機
関
か
ら
の
応
援
ス
タ
ッ
フ
、
一
般
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
運
営
に
携
わ
っ
た
。

　

発
災
翌
日
か
ら
避
難
所
巡
回
を
開
始
し
、
３
月

29
日
ま
で
の
18
日
間
、
避
難
所
に
避
難
し
て
い
る

外
国
人
の
情
報
収
集
お
よ
び
相
談
対
応
を
行
っ
た
。

留
学
生
な
ど
は
、
外
国
人
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
避
難
所
間
を
移
動
し
、
同
じ
国
や
地
域

の
出
身
者
で
集
団
と
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
ま
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た
、
避
難
所
に
避
難
し
て
い
な
い
外
国
人
の
状
況

を
確
認
す
る
た
め
、
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
に
連
絡
を
と
り
、
情
報
収
集
お
よ
び
災

害
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
の
情
報
提
供
を
行
っ
た
。

　

令
和
元
年
10
月
の
台
風
19
号
お
よ
び
そ
の
後
の

大
雨
の
際
に
も
、
災
害
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
避
難
情
報
等
を
多
言
語
で
発
信
し
た
ほ

か
、
電
話
で
の
多
言
語
相
談
対
応
を
行
っ
た
。
次
々

と
発
信
さ
れ
る
日
本
語
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
に
不

安
を
感
じ
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
エ
リ
ア
は
安
全

か
ど
う
か
確
認
す
る
問
い
合
わ
せ
が
多
く
寄
せ
ら

れ
た
。

　

平
時
に
お
い
て
は
、
災
害
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー

の
運
営
に
携
わ
る
職
員
の
知
識
や
対
応
力
向
上
の

た
め
、
年
に
１
回
程
度
設
置
訓
練
を
行
い
、
セ
ン

タ
ー
の
役
割
や
災
害
時
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
学

ぶ
ほ
か
、
実
際
に
避
難
所
巡
回
を
行
う
こ
と
を
想

定
し
た
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信

　

外
国
人
住
民
へ
の
多
言
語
防
災
情
報
発

信
に
当
た
っ
て
は
、
適
宜
、
関
連
機
関
と

も
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
多
言
語
化

や
情
報
発
信
体
制
の
整
備
を
進
め
て
き

た
。
平
成
20
年
に
は
、
市
と
仙
台
観
光
国

際
協
会（
当
時
は
仙
台
国
際
交
流
協
会
）と

の
共
同
事
業
と
し
て
、
災
害
時
に
避
難
所

の
外
国
人
支
援
に
使
用
で
き
る
「
災
害
時

多
言
語
表
示
シ
ー
ト
」
を
作
成
し
、
指
定

避
難
所
に
配
布
し
た
。
シ
ー
ト
に
は
、
使

用
頻
度
が
高
い
と
思
わ
れ
る
52
の
文
例
が

９
言
語
で
表
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
都
度

翻
訳
し
な
く
て
も
、
そ
の
場
で
紙
を
見
せ

る
だ
け
で
「
こ
の
ト
イ
レ
は
使
え
ま
す
」

「
こ
の
水
は
飲
め
ま
せ
ん
」な
ど
の
情
報
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

東
日
本
大
震
災
後
に
は
、
近
年
ニ
ー
ズ

が
増
え
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
語
、
ネ
パ
ー
ル

語
な
ど
の
４
言
語
の
追
加
や
、
ピ
ク
ト
グ

ラ
ム
の
追
加
な
ど
の
改
訂
を
行
っ
た
。
ま
た
、
東

日
本
大
震
災
の
際
、
避
難
所
に
お
い
て
多
言
語
表

示
シ
ー
ト
が
活
用
さ
れ
な
か
っ
た
事
例
が
見
受
け

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
避
難
所
担
当
課
職
員
研
修
会

の
際
な
ど
に
シ
ー
ト
の
有
効
な
活
用
方
法
に
つ
い

て
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
仙
台
観
光
国
際
協
会
が
仙
台
在
住

留
学
生
の
協
力
を
得
て
多
言
語
防
災
ビ
デ
オ
を
制

作
し
、
地
震
や
津
波
に
対
す
る
備
え
や
実
際
に
災

害
が
起
き
た
際
の
対
応
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く

ま
と
め
、
動
画
サ
イ
ト
等
で
公
開
し
て
い
る
ほ
か
、

多
言
語
の
防
災
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
製
し
、
学
校

入
学
時
等
の
生
活
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
外
国

人
住
民
が
参
加
す
る
防
災
イ
ベ
ン
ト
等
の
際
に
配

布
し
て
い
る
。

　
外
国
人
を
対
象
と
し
た
防
災
訓
練

　

本
市
で
は
、
災
害
時
の
外
国
人
対
応
を
想
定
し

た
訓
練
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
消
防
・
救
急

現
場
で
の
外
国
人
対
応
を
強
化
す
る
た
め
、
火
災

現
場
や
急
病
人
発
生
等
を
想
定
し
た
場
面
で
は
、

消
防
隊
員
と
外
国
人
役
が
指
差
し
ボ
ー
ド
や
通
訳

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
翻
訳
機
な
ど
の
ツ
ー
ル
を
活

用
し
て
状
況
を
伝
え
る
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
仙
台
駅
で
の
帰
宅
困
難
者
対
応
訓
練
に

お
い
て
、
言
葉
が
通
じ
に
く
い
観
光
客
の
誘
導
を

行
う
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
訓
練
の
際
に
は
、
仙
台
市
国
際
交
流

員
（
Ｃ
Ｉ
Ｒ
）
や
留
学
生
等
が
外
国
人
観
光
客
役
と

平成23年東日本大震災時の翻訳活動の様子
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し
て
参
加
し
、
分
か
り
や
す
い
言
葉
の
伝
え
方
や
、

文
化
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、

参
加
者
が
実
践
的
な
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　

留
学
生
が
多
く
暮
ら
す
地
域
で
は
、
町
内
会
等

が
主
催
す
る
防
災
訓
練
に
外
国
人
住
民
が
参
加
し
、

避
難
訓
練
や
消
火
訓
練
、
応
急
手
当
訓
練
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
炊
き
出
し
訓
練
で
自
国
の
料
理
を

振
る
舞
う
こ
と
も
あ
り
、
外
国
人
住
民
の
防
災
に

関
す
る
意
識
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
と
も
に
訓

練
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
間
で
普
段
か

ら
顔
が
見
え
る
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
災
害
時
に
は
外
国
人
住
民
に
も
役

割
を
担
っ
て
も
ら
い
、
と
も
に
避
難
所
運
営
に
携

わ
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、
こ
の
よ
う
な
活
動
が

継
続
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

　
今
後
の
取
り
組
み

　

外
国
人
住
民
の
中
に
は
、
自
国
で
自
然
災
害
が

少
な
く
、
地
震
や
津
波
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
分

か
ら
な
い
方
も
多
く
い
る
た
め
、
今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
に
お
い
て
防
災
啓
発
を
行
い
、
理
解
を

深
め
る
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

一
方
で
、
日
本
人
も
地
域
の
外
国
人
住
民
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。「
地
震
と
は
」

「
避
難
所
と
は
」
な
ど
、
日
本
人
に
と
っ
て
は
当
た

り
前
の
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
外
国
人
住
民
に
と
っ

て
は
馴な

じ染
み
が
な
い
こ
と
も
多
く
、
日
ご
ろ
の
防

災
訓
練
に
協
力
し
て
取
り
組
む
な
ど
、
防
災
に
関

す
る
意
識
付
け
を
と
も
に
深
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　

災
害
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
災
害
時
に
お
い
て
開
設
し
た
際
の
経
験
・

反
省
を
生
か
し
、
翻
訳
作
業
の
効
率
化
や
発
信

ツ
ー
ル
の
検
討
、
人
員
体
制
な
ど
に
つ
い
て
、
見

直
し
を
行
い
、
支
援
体
制
を
一
層
充
実
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
年
々
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が

増
加
す
る
傾
向
を
踏
ま
え
、
災
害
発
生
時
の
観
光

客
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
関
係
機
関
が
連
携
し

支
援
の
あ
り
方
を
協
議
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

　

本
市
で
は
、
今
後
も
震
災
の
経
験
と
教
訓
を
踏

ま
え
、
外
国
人
を
含
め
た
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
主

体
と
協
働
し
、
防
災
力
・
減
災
力
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

災害多言語支援センターホームページ

Facebookでの情報提供
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3寄稿

誰
一
人
置
き
去
り
に
し
な
い
社
会
を
目
指
し
て

〜
災
害
時
多
言
語
情
報
セ
ン
タ
ー
設
置
に
向
け
た
取
り
組
み
〜

　
は
じ
め
に

　

甲
賀
市
は
、
平
成
16
年
に
旧
甲
賀
郡
の
五
つ
の

町
（
水
口
町
、
土
山
町
、
甲
賀
町
、
甲
南
町
、
信
楽

町
）
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
、
令
和
元
年
に
市
制
施

行
15
周
年
を
迎
え
た
ま
ち
で
あ
る
。
滋
賀
県
の
東

南
部
に
位
置
し
、
東
西
43
・
８
㎞
、
南
北
26
・
８
㎞
、

総
面
積
４
８
１
・
62
㎢
で
あ
り
、
県
面
積
の
約

12
％
を
占
め
て
い
る
。
東
に
鈴
鹿
山
系
を
望
む
丘

陵
地
で
、
こ
こ
に
源
を
発
す
る
野
洲
川
、
杣そ
ま
が
わ川

、

ま
た
、
信
楽
盆
地
を
貫
流
す
る
大
戸
川
沿
い
に
平

地
が
広
が
り
、
琵
琶
湖
の
水
源
涵か
ん
よ
う養
や
水
質
保
全

に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
面
積
の
約
80
％

が
森
林
と
農
地
と
い
う
、
自
然
が
豊
か
な
ま
ち
で

あ
り
、
奈
良
時
代
に
は
聖
武
天
皇
に
よ
っ
て

紫し
が
ら
き
の
み
や

香
楽
宮
が
造
営
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
城
下
町

や
宿
場
町
と
し
て
栄
え
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴

史
資
源
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
ほ
か
、「
甲
賀
」
と
言

え
ば
、
誰
も
が
真
っ
先
に
思
い
起
こ
す
「
忍
者
」
や

「
信
楽
焼
」
が
平
成
29
年
に
日
本
遺
産
の
認
定
を
受

け
る
な
ど
、
自
然
の
恵
み
に
育
ま
れ
た
豊
か
な
文

化
と
悠
久
の
歴
史
が
息
づ
く
ま
ち
で
あ
る
。

　

ま
た
、
現
在
は
焼
き
物
の
産
地
で
あ
る
甲
賀
市
信

楽
町
が
舞
台
と
な
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小

説「
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
」の
放
送
が
昨
年
９
月
か
ら
開
始

さ
れ
た
こ
と
で
全
国
か
ら
大
き
な
注
目
を
浴
び
て
い

る
ほ
か
、
２
０
２
０
年
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
選
手
団
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
、
第
72
回
全

国
植
樹
祭
し
が
２
０
２
１
の
そ
れ
ぞ
れ
会
場
市
と
な

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
本
市
の
魅
力
を
さ
ら
に
全

国
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
て
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
市
に
お
け
る
外
国
人
の
現
状

　

現
在
、
本
市
の
人
口
は
、
令
和
元
年
12
月
末
現
在

で
９
万
７
０
８
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
４
・
０
％

に
当
た
る
約
３
６
０
０
人
が
外
国
人
の
方
で
あ
る
。

国
籍
で
最
も
多
い
の
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
、
そ
の
他
に
も

中
国
、
ペ
ル
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
、
約
40
カ
国
に
も

及
ぶ
外
国
籍
の
方
が
市
内
に
在
住
し
て
い
る
。

　

こ
の
外
国
人
人
口
率
の
高
さ
に
は
、
市
内
の
産
業

が
大
き
く
関
与
し
て
い
る
。
本
市
の
工
業
製
品
出
荷

額
は
県
内
１
位
を
誇
る
な
ど
、
製
造
業
が
市
の
産
業

の
中
心
を
担
っ
て
お
り
、
１
９
９
０
年
の
出
入
国
管

理
法
改
正
時
に
は
、
在
留
資
格
の
緩
和
に
よ
り
市
内

の
工
業
団
地
の
工
場
や
製
造
業
で
就
労
す
る
外
国
人

が
増
加
し
た
。
ま
た
、
昨
年
の
出
入
国
管
理
法
の
改

正
に
お
い
て
は
、
新
た
な
外
国
人
材
受
け
入
れ
の
た

め
の
在
留
資
格
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
後

も
企
業
に
お
け
る
外
国
人
材
へ
の
需
要
の
拡
大
と
と

も
に
、
外
国
人
人
口
も
増
加
し
て
い
く
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
市
で
は
平
成
27
年
に

多
文
化
共
生
推
進
計
画
を
策
定
し
、「
お
互
い
の
違

い
や
良
さ
を
認
め
合
い
、
と
も
に
新
し
い
市
民
文
化

を
創
造
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
外
国
人
市
民
に
「
安
心
」
を
届
け
る
た
め
に  

　
〜
災
害
時
多
言
語
情
報
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・ 

　
運
営
に
関
す
る
協
定
の
締
結
〜

　

多
文
化
共
生
を
進
め
る
上
で
、
東
日
本
大
震
災
を

甲こ
う
か賀

市
長（
滋
賀
県
）　
岩い

わ
な
が永

裕ひ
ろ
き貴



43 市政 FEBRUARY 2020

特集　外国人との新たな関係づくり 第1回 都市が担う外国人住民への災害対応

は
じ
め
と
す
る
近
年
の
災
害
発
生
時
に
問
題
と
な
っ

た
、
避
難
指
示
等
の
外
国
人
へ
の
情
報
伝
達
は
、
本

市
に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
平
成

25
年
９
月
の
台
風
18
号
接
近
で
、
当
時
全
国
で
初
め

て
特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
る
ほ
ど
の
暴
風
雨
に
よ

り
、
河
川
の
氾
濫
や
家
屋
な
ど
へ
の
浸
水
、
市
内
を

走
る
信
楽
高
原
鐵
道
の
橋
脚
が
流
さ
れ
る
な
ど
、
本

市
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
。

　

こ
の
経
験
と
教
訓
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
今
後

の
大
規
模
災
害
を
想
定
し
、
平
成
28
年
よ
り
甲
賀
市

国
際
交
流
協
会
と
協
力
し
て
、
本
格
的
に
災
害
時
の

外
国
人
支
援
の
た
め
の
検
討
を
開
始
し
た
。
日
本
語

が
十
分
理
解
で
き
ず
、
支
援
が
必
要
な
外
国
人
に
対

し
、
情
報
を
迅
速
・
正
確
に
多
言
語
で
提
供
す
る
こ

と
は
「
安
心
」
を
届
け
る
一

つ
の
手
段
と
し
て
有
効
で

あ
り
、
多
文
化
共
生
社
会

を
構
築
す
る
上
で
必
要
な

支
援
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

国
際
交
流
協
会
が
有
す
る

人
材
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

有
効
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

災
害
発
生
時
に
外
国
人
支

援
を
速
や
か
に
実
施
し
、

外
国
人
が
情
報
伝
達
の
面

で
「
災
害
弱
者
」
と
な
ら
な

い
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
30
年
２
月
18
日
、
本

市
と
本
市
国
際
交
流
協
会

と
の
間
で
災
害
時
多
言
語

情
報
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・

運
営
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

外
国
人
支
援
の
包
括
的
な

活
動
拠
点
の
整
備
に
、
一

歩
近
づ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
迅
速
・
正
確
な
情
報
発
信
の
た
め
に 

　
〜
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
訓
練
の
実
施
〜

　
「
災
害
時
多
言
語
情
報
セ
ン
タ
ー
」は
市
内
で
災
害

が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
市
と
協
会
の
い
ず
れ

か
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
設
置
さ
れ
、
外
国
人

に
対
す
る
災
害
応
急
対
策
と
し
て
多
言
語
で
の
情
報

提
供
お
よ
び
外
国
人
支
援
を
包
括
的
に
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
、
セ
ン
タ
ー
が
担
う
機
能
と
し
て
協
定
に

は
次
の
五
つ
の
役
割
を
掲
げ
、
協
定
の
締
結
以
降
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
・
訓
練
を
行
っ
て
き
た
。

（
１
）�外
国
人
に
必
要
な
災
害
情
報
等
の
多
言
語
翻

訳
お
よ
び
提
供
・
発
信

（
２
）�外
国
人
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め

の
電
話
お
よ
び
窓
口
で
の
対
応

（
３
）�外
国
人
の
避
難
状
況
お
よ
び
避
難
所
の
実
態

把
握
の
た
め
の
巡
回

（
４
）�外
国
人
が
避
難
し
て
い
る
避
難
所
運
営
（
通

訳
・
翻
訳
等
）へ
の
支
援

（
５
）�そ
の
他
災
害
時
に
お
け
る
外
国
人
に
対
し
、

必
要
と
思
わ
れ
る
支
援

　

訓
練
は
、
多
文
化
共
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
職
員
と
市
国

際
交
流
協
会
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
県
職
員
や
県

国
際
協
会
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
実
施
し
た
。

運
営
管
理
全
般
を
担
う
「
総
務
班
」
や
災
害
対
策
本

部
か
ら
の
情
報
収
集
を
行
う
「
情
報
班
」、
情
報
の

甲賀市災害時多言語情報センター設置・運営に関する協定締結式【H30.2.18】
岩永裕貴甲賀市長（左）と中島教芳甲賀市国際交流協会会長（右）
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翻
訳
・
発
信
を
行
う
「
多
言
語
班
」、
外
国
人
か
ら

の
相
談
対
応
を
行
う
「
相
談
班
」
に
そ
れ
ぞ
れ
分
か

れ
て
、
実
際
に
災
害
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し

な
が
ら
、
具
体
的
な
支
援
活
動
の
検
証
や
課
題
の

抽
出
を
行
っ
た
。
訓
練
終
了
後
に
は
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
再
検
討
を
行
い
、
見
い
だ
し
た
課
題
を
解
決
し

て
お
く
こ
と
で
有
事
に
備
え
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
今
後
は
大
規
模
災
害
に
対
応
で
き
る

広
域
的
な
連
携
・
相
互
協
力
の
必
要
性
も
考
慮
し
、

広
域
的
な
情
報
お
よ
び
人
材
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の

方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
機
会
と
し
て
、
県
や
近

隣
市
町
と
の
合
同
訓
練
も
行
う
予
定
で
あ
る
。
実

際
の
災
害
時
に
は
想
定
外
の
事
態
が
起
こ
り
得
る

こ
と
を
視
野
に
入
れ
、
何
が
起
き
て
も
対
応
で
き

る
組
織
や
連
携
体
制
、
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
い

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
も
訓
練
を
重

ね
、
有
事
の
際
に
は
円
滑
な
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・

運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き

た
い
。

　
今
後
の
展
望

　

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
本
市
に
お
い

て
は
外
国
人
人
口
は
増
加
を
続
け
て

お
り
、
そ
の
傾
向
は
今
後
も
続
く
も
の

と
思
わ
れ
る
。
近
年
の
永
住
・
定
住
の

傾
向
の
高
ま
り
を
鑑
み
る
と
、
外
国
人

を
一
時
的
な
滞
在
者
と
し
て
で
は
な

く
、
従
来
の
外
国
人
支
援
の
視
点
を
超

え
て
、
地
域
に
お
け
る
生
活
者
と
し
て

認
識
す
る
視
点
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
享
受
で
き
る
仕
組
み

を
確
立
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

災
害
時
多
言
語
情
報
セ
ン
タ
ー
の

設
置
・
運
営
に
関
す
る
協
定
の
締
結
を

契
機
と
し
、
今
後
も
防
災
に
係
る
情
報

の
共
有
や
防
災
訓
練
へ
の
参
加
促
進

な
ど
、
継
続
的
な
意
識
啓
発
を
行
い
、

平
常
時
・
災
害
時
と
も
に
、「
誰
一
人

置
き
去
り
に
し
な
い
社
会
」
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

甲賀市災害時多言語情報センター設置・運営訓練①

甲賀市災害時多言語情報センター設置・運営訓練②
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「
多
文
化
共
生
の
ま
ち
」と
し
て

〜
災
害
時
の
外
国
人
支
援
に
つ
い
て
〜

　
は
じ
め
に

　

別
府
市
は
、
九
州
の
北
東
部
、
瀬
戸
内
海
に
接

す
る
大
分
県
の
東
海
岸
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

南
は
野
生
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
で
有
名
な
高
崎
山
を
隔

て
て
県
都
大
分
市
と
隣
接
、
北
は
県
北
・
国
東
テ

ク
ノ
ポ
リ
ス
地
域
と
し
て
ハ
イ
テ
ク
関
連
企
業
が

進
出
す
る
国
東
半
島
の
市
や
町
と
接
し
、
西
は
阿

蘇
国
立
公
園
に
属
す
る
由
布
岳
、
鶴
見
岳
の
連
山

を
中
心
に
南
北
に
半
円
形
に
連
な
る
鐘
状
火
山
（
ト

ロ
イ
デ
）
に
囲
ま
れ
、
そ
の
裾
野
が
な
だ
ら
か
に
波

静
か
な
別
府
湾
に
続
く
扇
状
地
で
あ
る
。

　

ま
た
市
内
に
は
、
古
く
か
ら
「
別
府
八
湯
」
と
呼

ば
れ
る
温
泉
群
が
点
在
し
、
２
２
０
０
を
数
え
る
源

泉
か
ら
湧
き
出
る
温
泉
は
、
毎
分
８
万
７
０
０
０
ℓ

に
も
及
び
、
医
療
、
浴
用
等
々
、
市
民
生
活
は
も

と
よ
り
観
光
、
産
業
面
に
も
幅
広
く
利
用
さ
れ
、

古
く
か
ら
日
本
を
代
表
す
る
温
泉
地
と
し
て
に
ぎ

わ
う
、
歴
史
と
文
化
あ
ふ
れ
る
国
際
観
光
温
泉
文

化
都
市
で
あ
る
。

　
外
国
籍
住
民
の
状
況

　

本
市
に
お
け
る
令
和
元
年
11
月
末
現
在
の
外
国

人
住
民
の
人
数
は
４
３
８
７
人
、
う
ち
留
学
生
は

３
２
２
７
人
で
あ
り
、
人
口
10
万
人
当
た
り
の
留

学
生
数
と
し
て
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
割
合
で
あ
る

と
い
え
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
２
０
０
０
年
に

開
学
し
た
国
際
大
学
を
含
む
三
つ
の
大
学
の
影
響

が
非
常
に
大
き
く
、
現
在
約
90
の
国
と
地
域
か
ら

留
学
生
が
集
ま
り
勉
学
に
励
ん
で
お
り
、
日
本
で

も
有
数
の
異
文
化
あ
ふ
れ
る
国
際
交
流
都
市
と
し

て
も
成
長
を
続
け
て
い
る
。

　

外
国
人
住
民
の
内
訳
を
国
籍
別
に
見
る
と
、
中

国
が
最
も
多
く
（
全
体
の
約
２
割
）、
次
い
で
、
韓

国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
と
ア
ジ

ア
圏
内
出
身
者
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
学
生

は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
地

域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
地
域
の
行
事
や
イ

ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
す
る
ほ
か
、
市
内
各
所

に
て
交
流
・
発
表
の
機
会
を
設
け
、
相
互
の
理
解

を
深
め
る
た
め
の
催
し
や
、
市
内
小
中
学
校
で
の

国
際
理
解
教
室
の
実
施
、
観
光
ま
ち
あ
る
き
の
ガ

イ
ド
を
務
め
る
等
、
そ
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
留
学
生
に
対
す

る
評
価
は
非
常
に
高
く
、
多
文
化
共
生
の
ま
ち
を

推
進
す
る
本
市
に
と
っ
て
、
今
や
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
留
学
生
を
中
心
と
し
た
外
国
人
住

民
が
多
く
在
住
し
て
い
る
本
市
に
お
い
て
、
彼
ら

に
必
要
な
情
報
を
正
確
に
伝
え
る
べ
く
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
申
請
書
、
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
多
言

語
化
や
、
や
さ
し
い
日
本
語
の
活
用
等
、
情
報
発

信
の
充
実
を
図
る
だ
け
で
は
な
く
、
外
国
人
住
民

が
日
本
語
を
学
び
、
習
得
す
る
場
と
し
て
、
週
に

１
度
、
市
役
所
に
て「
日
本
語
ら
く
ら
く
ト
ー
ク（
日

本
語
教
室
）」
を
開
催
し
、
受
け
手
と
し
て
情
報
を

得
る
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
常
時
の
情
報
共
有
だ
け
で
は
な
く
、

災
害
時
や
緊
急
時
に
日
本
人
と
外
国
人
が
助
け
合

別べ
っ
ぷ府

市
長（
大
分
県
）　
長な

が
の野
恭や

す
ひ
ろ紘
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い
、
互
い
に
支
援
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
平

時
か
ら
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
」
や
「
防
災
意
識

の
向
上
」
を
目
的
に
、
災
害
時
に
備
え
た
日
本
人
と

外
国
人
の
地
域
交
流
会
と
し
て
「
防
災
運
動
会
」
を

定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
。
消
火
・
救
急
・
担
架

搬
送
・
起
震
車
（
地
震
体
験
）
な
ど
各
種
体
験
を
通

し
て
、
母
国
で
地
震
を
体
験
し
た
こ
と
が
な
い
外

国
人
住
民
で
も
、
災
害
が
起
き
た
際
に
取
る
べ
き

行
動
の
把
握
や
自
分
に
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
改

め
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も

地
域
の
一
員
と
し
て
外
国
人
住
民
を
巻
き
込
ん
だ

取
り
組
み
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
。

　
熊
本
地
震
に
お
け
る
外
国
人
へ
の
対
応

　

平
成
28
年
４
月
16
日
（
土
）
午
前
１
時
25
分
、
熊

本
地
方
お
よ
び
大
分
県
中
部
を
震
源
地
と
す
る
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３
の
地
震
が
発
生
、
別
府
市
に

お
い
て
は
観
測
史
上
最
大
と
な
る
最
大
震
度
６
弱

を
記
録
し
、
そ
の
後
、
多
く
の
余
震
が
発
生
し
た
。

　

地
震
発
生
直
後
に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
「
津
波
が
来

る
」
と
い
う
誤
報
が
発
生
し
、
混
乱
し
た
観
光
客
を

含
む
、
多
く
の
外
国
人
が
Ｊ
Ｒ
別
府
駅
周
辺
に
殺

到
し
た
。

　

市
災
害
対
策
本
部
で
は
連
絡
を
受
け
、
現
状
を

説
明
し
、
最
寄
り
の
避
難
所
へ
誘
導
す
る
た
め
、

市
職
員
や
語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
現
地
に
向
か
わ

せ
る
対
応
を
行
っ
た
。

　

震
災
当
日
、
外
国
人
避
難
者
数
の
調
査

は
実
施
し
て
い
な
い
も
の
の
、
１
０
０
０
人

規
模
の
外
国
人
避
難
者
が
い
た
と
見
ら

れ
、
翌
日
17
日
〜
23
日
に
お
い
て
は
、

延
べ
３
５
４
人（
30
の
国
と
地
域
）の
外

国
人
避
難
者
を
数
え
た
た
め
、
引
き
続

き
、
避
難
所
の
巡
回
や
母
国
へ
の
帰
国

な
ど
大
使
館
等
と
の
連
絡
調
整
に
追
わ

れ
た
。
改
め
て
、
災
害
時
の
外
国
人
へ

の
支
援
や
、
正
確
で
効
果
的
な
情
報
発

信
の
必
要
性
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

　

こ
の
時
の
課
題
や
経
験
を
も
と
に
、

本
市
で
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
を
目
指
し
た
取
り
組
み
と

し
て
、
ホ
テ
ル
な
ど
宿
泊
施
設
を
利

用
し
て
の
消
防
訓
練
の
実
施
や
、
行

政
・
大
学
・
国
際
交
流
機
関
が
連
携
し
、

留
学
生
ら
と
地
域
住
民
が
交
流
し
な

が
ら
災
害
へ
の
備
え
を
学
ぶ
「
防
災
ま

べっぷアリーナで大使館が用意したバスを待つ外国人

防災運動会に参加する外国人
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ち
あ
る
き
」等
、
防
災
に
関
す
る
知
識
の
習
得
や
訓

練
を
定
期
的
に
開
催
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。

　
災
害
時
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー

　

前
述
で
の
熊
本
地
震
に
お
け
る
課
題
や
反
省
、

要
望
を
生
か
し
、
平
成
28
年
に
設
立
さ
れ
た
の
が

「
災
害
時
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
あ
る
。
本
セ

ン
タ
ー
は
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
日

本
語
が
十
分
に
理
解
で
き
な
い
た
め
に
行
政
機
関

等
が
発
信
す
る
情
報
を
取
得
で
き
な
い
、
ま
た
は

地
震
等
の
災
害
経
験
が
少
な
い
こ
と
が
原
因
で
精

神
的
な
不
安
を
抱
え
る
外
国
人
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
に
開
設
し
た
。
本
セ
ン
タ
ー
は
常
設
の
施

設
で
は
な
い
が
、
震
度
５
弱
以
上
の
地
震

が
気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
た
後
、
別
府
市

災
害
対
策
本
部
が
立
ち
上
が
る
と
同
時

に
、
市
役
所
内
に
設
置
さ
れ
る
。
セ
ン

タ
ー
内
に
は
「
翻
訳
・
情
報
発
信
班
」「
電

話
対
応
班
」「
避
難
所
巡
回
班
」
が
開
設
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
を
、
事
前
に
登
録
さ
れ
た

語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｄ（Beppu 

Interpreters-in-A
id at D

isasters

）」

が
運
営
す
る
。

　
「
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｄ
」
に
は
留
学
生
や
大
学
職

員
、
主
婦
等
、
別
府
市
内
を
中
心
と
し
た

１
１
９
名（
令
和
元
年
４
月
現
在
）が
登
録

し
て
お
り
、
17
種
類
の
言
語
に
て
対
応
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
災
害

対
策
本
部
が
発
信
す
る
情
報
の
中
で
外
国

人
に
必
要
な
情
報
を
取
捨
選
択
し
て
翻
訳

し
、
別
府
市
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
「
別

府
市
災
害
連
絡
掲
示
板
」
で
の
情
報
発
信
を
行
う
ほ

か
、
外
国
人
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
災
害
に
特
化

し
た
相
談
の
受
け
付
け
や
外
国
人
被
災
者
へ
の
声

掛
け
・
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
行
う
等
、
外
国
人
被
災

者
に
寄
り
添
い
、
最
大
限
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る

体
制
を
整
え
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
は
研
修

や
訓
練
を
重
ね
、
セ
ン
タ
ー
の
円
滑
な
運
営
体
制

を
確
立
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
お
わ
り
に
│
今
後
の
展
望

　

多
様
性
を
享
受
し
、
多
文
化
共
生
を
推
進
す
る
本

市
に
お
い
て
、
国
籍
・
文
化
・
宗
教
を
超
え
た
外
国

人
住
民
と
の
共
存
・
共
助
は
必
要
不
可
欠
と
い
え
る
。

外
国
人
住
民
も
地
域
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
認
識
の

下
、
大
規
模
災
害
の
際
に
は
、
支
援
の
受
け
手
で
は

な
く
、
外
国
人
が
も
た
ら
す
新
た
な
視
点
や
多
様
性

を
生
か
し“
支
援
す
る
側
”と
し
て
、
地
域
住
民
と
協

働
で
避
難
や
災
害
時
の
対
応
を
担
え
る
よ
う
な
体
制

づ
く
り
や
環
境
整
備
に
努
め
た
い
。

　

ま
た
、
平
時
か
ら
関
連
機
関
が
連
携
し
、
顔
の

見
え
る
関
係
を
築
い
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

今
後
ど
の
よ
う
な
災
害
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、

研
修
や
訓
練
等
の
実
践
を
通
し
て
、
外
国
人
を
含

む
市
民
や
観
光
客
が
安
心
・
安
全
に
過
ご
せ
る
よ

う
、
災
害
に
備
え
た
支
援
体
制
の
強
化
を
一
層
図
っ

て
い
き
た
い
。

災害時多言語支援センター設置訓練




